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平成 27 事業年度 

公益財団法人周南市ふるさと振興財団事業報告 

 

 

公益財団法人周南市ふるさと振興財団は、「市民自らが行う地域づくり活動の振興」を目的

として設立された、全国でも数少ない「ふるさと振興を使命とする財団」である。平成 25 事

業年度からは公益財団法人として、すべての事業を公益目的事業として進めてきた。 

 

近年は、少子高齢化の進展、価値観やライフスタイルの多様化、人口減少等の社会情勢の変

化に伴い、人と人、地域と地域とのつながりの希薄化などが懸念されている。 

こうしたなか、共に支え合い、共に助け合い、共に分かち合う「絆」の重要性が高まってお

り、コミュニティ活動支援の中核として、財団に求められる役割も大きくなっている。 

 

平成 27 事業年度は、各地区コミュニティ推進組織の現状や課題の把握等を行うとともに、

組織の PR・自主財源確保に向けた取組として「花☆ワイン周南まんま市場」への出店やモデ

ルとなる地区への協力を積極的に行った。 

 

また、次年度から実施される共創プロジェクトを市と共に推進するうえで、事前協議にも積

極的に参加し、連携の強化を図った。 

 

さらに、特色のあるコミュニティ活動や市民活動への助成、助言等を行ったほか、地場産品

情報の提供、大学、高等学校との連携拡充、指定管理者として管理運営を行う公共施設を活用

したふるさとづくり活動の振興にも引き続き取り組んだ。 
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Ⅰ 市民が輝くふるさとづくり 

   

決算 2,435,869 円 

（予算 3,205,000 円） 

市民一人ひとりが、地域コミュニティ活動やテーマ型の市民活動の担い手として、自主的・主体的に参加す

るふるさとづくりを支援することで、魅力あるふるさとづくりを目指した。 

 主な事業費 主な財源 

 負担金補助及び交付金 1,183,600 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 使用料及び賃借料 562,897 円 

 消耗品・燃料費 等 689,372 円 

       

 

１ コミュニティ（地縁型） 決算 1,955,229 円 （予算 2,540,000 円） 

 

① コミュニティ情報の提供 
決算 248,115 円 
予算 249,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P6  

◎ 各地区コミュニティ情報の収集 

◎ 周南市コミュニティ推進連絡協議会ホームページの運営 

アドレス http://gokan-furusato.org/community/community.html 

訪問者数 月約 22,000 人（前年度 月約 21,000 人） 

◎ SNS（フェイスブック）を活用したリアルタイムな情報収集・提供 

訪問者数 月約 8,400 人（前年度 月約 6,000 人） 

◎ 周南市コミュニティ推進連絡協議会広報誌の発行（年 4回） 

◎ 紙面によるコミュニティ情報の提供 

提供場所 財団事務局内・新南陽ふれあいセンター内 

配布物  コミュニティイベントチラシ・コミュニティ誌・公民館報等 

その他  コミュニティ誌・公民館報バックナンバーの閲覧 

◎ シティーケーブル周南のコミュニティ PR・紹介番組への協力 

◆ 番組構成等の事前協議 

◆ 事前アンケート調査の送付協力 

◆ 地区の会長等の紹介 等 

 

 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 エ.コミュニティ活動に関する情報の収集と発信〕 

 主な事業費 主な財源 

 使用料 223,439 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 事務用品 等 24,676 円 
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② 先進地視察 
決算 436,969 円 
予算 458,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P6  

 ◎ 視察概要 

◆ 期 日 平成 28 年 2月 27 日(土)～28 日(日) 一泊二日 

 

   ◆ 場 所 愛媛県伊予市双海町・松山市桑原地区 

   ◆ 参加者 7 地区コミュニティ推進協議会等より 20 名 

   ◆ 内 容 愛媛県伊予市双海町では、夕日をテーマにした地域づくり

を行った“観光カリスマ”若松氏による講演や、元地域お

こし協力隊の冨田氏による双海の地域づくりの事例紹介

などを受けた。松山市桑原地区では、まちづくり協議会と

大学生の「協働のまちづくり」について学び、意見交換を

行った。 

公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 イ.周南市コミュニティ推進連絡協議会に対する支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 バス借上料 339,458 円 基本財産運用収入・ふるさと振興基金繰入 

 報償費 等 97,511 円 

 

③ 特色あるコミュニティ活動への支援 
決算 628,360 円 
予算 629,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P6 

◎ 継続助成対象事業実績（平成 26・27 年度） 

◆ 夜市地区「夜市 discovery！プロジェクト」 

㋐ 実施団体 夜市地区コミュニティ推進協議会 

㋑ 実施場所 夜市地区内 

㋒ 内  容 地域資源の再発掘・マップ作成 

㋓ 総事業費 207,317 円 

㋔ 助成金額 100,000 円 
 

◆ 湯野地区「湯野地域における観光資源の環境整備」 

㋐ 実施団体 湯野地区コミュニティ協議会 

㋑ 実施場所 湯野地区内 

㋒ 内  容 観光案内看板の整備・補修 

㋓ 総事業費 201,658 円 

㋔ 助成金額 100,000 円  

◆ 桜木地区「朝市“縁”じょい！ヶ丘」 

㋐ 実施団体 桜木地区コミュニティ推進協議会 

㋑ 実施場所 城ヶ丘公園 

㋒ 内  容 朝市の開催による共助コミュニティの構築 

㋓ 総事業費 248,769 円 

㋔ 助成金額 100,000 円  
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◎ 助成対象事業実績（平成 27・28 年度） 

◆ トワイライトフェスティバル「山コン in 和田」 

㋐ 実施団体 和田の里づくり推進協議会 

㋑ 実 施 日 平成 27年 6月 6 日(土) 

㋒ 内  容 和田地区での婚活イベントの開催 

㋓ 総事業費 216,150 円 

㋔ 助成金額 100,000 円 
 

◆ ほたるルミナリエ長穂 

㋐ 実施団体 住みよい長穂をつくる協議会 

㋑ 実 施 日 平成 27年 6 月より 

㋒ 内  容 地区内のイルミネーションの充実化 

㋓ 総事業費 243,460 円 

㋔ 助成金額 100,000 円 
 

◆ 通学合宿「たかみず」 

㋐ 実施団体 高水地区まちづくり推進協議会 

㋑ 実 施 日 平成 27年 7 月より 

㋒ 内  容 小学生を対象とした通学合宿事業の開催 

㋓ 総事業費 207,317 円 

㋔ 助成金額 100,000 円  

◎ 平成 28 年度募集 

◆ 期 間 平成 28 年 1月 8 日（金）～2月 12 日（金） 

◆ 周 知 各地区会長宛に案内送付 

◆ 申 請 4 件 

◎ 審査委員会 

◆ 期 日 平成 28 年 3月 10 日（木）18:30～20:00 

◆ 場 所 新南陽ふれあいセンター 

◆ 審査員 7名（学識経験者 1名、周南市地域振興部長、理事 2名、監事 1名、評議員 1名、 

事務局長）  

◆ 内 容 申請者による事業説明（プレゼンテーション）と質疑応答をもとに、審査委員が事業の

先駆性・問題提起・効果等 10 項目について 5 段階で採点を行い、審査委員で協議し、

助成対象事業 4件を決定した。 

◎ 助成対象事業（平成 28・29 年度） 

◆ 菊中生曰く「自分たちは地域の為に何ができますか？」に応える事業 

㋐ 実施団体 住みよい菊川をつくる会 

㋑ 実施内容 中学生による史跡マップの作成 

㋒ 総事業費 200,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

◆ ひまわり・見まもり・安心きさん 

㋐ 実施団体 岐山地区コミュニティ推進協議会 

㋑ 実施内容 ひまわりを軸にした住民参加型の見守り活動の実施 

㋒ 総事業費 200,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

 



 

5 

 

◆ 須金ツーリズム事業 

㋐ 実施団体 生きがいのある須金をつくる会 

㋑ 実施内容 オリジナルツーリズムやイベントの実施による PR活動 

㋒ 総事業費 200,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

◆ 大向地区 88 ヶ所お大師様整備事業 

㋐ 実施団体 大向地区コミュニティ推進連絡協議会 

㋑ 実施内容 88 ヶ所の整備及び将来的なイベントの実施 

㋒ 総事業費 200,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 ア.特色あるコミュニティ活動への助成〕 

 主な事業費 主な財源 

 コミュニティ活動助成金 600,000 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 審査員謝金 等 28,360 円 

 

㉜ コミュニティコーディネート事業 
決算 375,799 円 
予算 606,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P7-① 

◎ 若者の地域参画推進プラン 

◆ 若者による各団体のネットワーク形成に向けた取組 

(交流会の開催) 

◆ 若者グループの活動状況のヒアリング調査 

◆ 若者による地域活性化グループの立ち上げ支援 

◆ コミュニティ交流集会や若者参画事業等の周南市コミュニティ推

進連絡協議会事業への参加促進 

 

 

◎ 各地区と財団の連携強化 

◆ 福川地区の役員会・総会への出席 

◆ 福川地区の活動状況（さくらまつり・福川フェスタ等）把握 

（新南陽ふれあいセンター業務委託） 

◆ 久米地区の環境保全促進助成金事業への協力 

コミュニティ学習田・自然体験（大田原）・環境愛士隊活動 

◆ 31 地区の会長・活動実践者・事務局へのヒアリング調査 

◆ 各地区からの相談対応（随時） 

◆ 各地区の特色ある活動（モデル地区）への協力 

夜市地区   夜市 MAP の PR（市長報告等）協力 

徳山小学校区 さくら街道まつり（H28 事業）との連携・協力 

三丘地区   みつおずっと子どもがいるまちプロジェクト推進

への協力 

久米地区   久米史跡 MAP の PR（市長報告等）協力 

大津島地区  アイランダー出展協力 等 
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◎ 各地区の自主財源確保への支援 

◆ 花☆ワイン周南まんま市場への出店支援 

5/16（土）17（日）終日 永源山公園 11 地区参加 

◆ 助成金獲得講座開催 

12/5（土）10:00～12:00 新南陽ふれあいセンター 

12 名参加 講師：國兼裕司 

◎ 各地区コミュニティ推進組織の規約・組織図に関する提案 

各地区へのヒアリング調査時に、問題点等の聞き取り、提案 

◎ 地域づくり推進課事業への協力 

◆ 共創プロジェクト推進に向けた協議への参加 

◆ 周南市地域づくり対話集会への参加、協力 

2/20（土）10:00～12:30 文化会館 

25 名参加 ファシリテーター：宮本倫明氏 

 

 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 ウ.コミュニティ推進組織の交流と相互支援を推進する事業〕 

 主な経費 主な財源 

 職員手当 198,108 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 事務用品 等 177,691 円 

 

④ ふるさと応援隊の支援・推進 
決算 62,673 円 
予算 338,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P7-① 

◎ ふるさと応援隊事務局の運営 

活動案内・活動支援・活動毎の報告書作成 

◎ ふるさと応援隊ホームページの運営 

ホームページアドレス：http://gokan-furusato.org/furusato-oentai/top.html 

◎ ふるさと応援隊のレベルアップのための勉強会、講習会等への参加促進 
 

     

◎ 平成 27 年度 ふるさと応援隊活動 

○ 意見交換会  ● 勉強会  ★ イベントの開催  ☆ イベントの視察・応援 

♪ 交流会  

 vol 期 日 場 所 内 容 

 
1 

4／5（日） 

8:45～15:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
☆ “こあの桜まつり”応援 

 
2 

5／22（金） 

18:30～21:30 
周南市内 

○ ふるさと応援隊総会 

♪ ふるさと応援隊交流会 

 
3 

6／13（土） 

17:00～22:00 

大道理 

夢求の里交流館周辺 
☆ 大道理ホタル鑑賞の夕べ応援・視察 

 
4 

6／17（水） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅰ 
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 vol 期 日 場 所 内 容 

 
5 

7／16（木） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅱ 

 
6 

7／19（日） 

13:00～22:00 
城ヶ丘公園(桜木) ☆ 桜木地区ふれあい夏祭り応援・見学 

 
7 

8／8（土） 

13:00～22:00 

久米小学校 

グランド 
☆ 久米地区ふるさと夏まつり応援・見学 

 
8 

8／29（土） 

16:00～22:30 

須磨小学校 

グランド（須金） 
☆ 須金なし・ぶどうまつり 2015 応援・見学 

 
9 

9／17（木） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅲ 

 
10 

10／5（月） 

9:30～12:00 

学び・交流プラザ 

多目的ホール 
● 地域づくり講演会への参加 

 
11 

10／21（水） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅳ 

 
12 

12／2（水） 

18:30～21:30 
周南市内 

○ 定例会Ⅴ 

♪ 忘年会 

 
13 

12／28（月） 

8:45～15:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
☆ こあ歳末市の応援 

 
14 

1／21（木） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 

○ 定例会Ⅵ 

♪ 新年会 

 
15 

2／17（水） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅶ 

 
16 

2／27（土） 

   28（日） 

愛媛県伊予市 

   松山市 
● 周南市コミュニティ若者参画事業への参加 
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3／16（水） 

19:00～21:00 

ふるさと産品の店 

こあ 
○ 定例会Ⅷ 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 ウ.コミュニティ推進組織の交流と相互支援を推進する事業〕 

 主な事業費 主な財源 

 燃料費 25,573 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 活動案内他郵送料 37,100 円 

 

⑤ コミュニティアクションリーダー養成講座 
決算 0 円 
予算 13,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P7-① 

◎ コミュニティ講座の開催 

情報発信講座・助成金獲得講座・会議の運営講座（計 10 講座） 

※ 周南市市民活動支援センター共催事業（⑨ 市民活動講座の開催に詳細を記載） 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 イ.周南市コミュニティ推進連絡協議会に対する支援〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  
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⑥ 周南市コミュニティ推進連絡協議会事務局の運営 
決算 203,313 円 
予算 247,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P7-① 

◎ 花☆ワイン周南まんま市場参加 

◆ 期 日 平成 27 年 5月 16 日（土）17 日（日） 

◆ 場 所 永源山公園 

◆ 参加者 11 地区コミュニティ推進組織 

◆ 内 容 地区紹介・PR 及び地区の産品・飲食・紹介冊子等の販売 

 

◎ 役員会・会計監査 

◆ 期 日 平成 27 年 6月 1 日（月）14:00～ 

◆ 場 所 徳山保健センター 

◆ 参加者 周南市コミュニティ推進連絡協議会 役員 

◆ 内 容 総会概要・提出議題の協議 等 

 

◎ 総会 

◆ 期 日 平成 27 年 6月 15 日（月）15:00～ 

◆ 場 所 徳山保健センター 

◆ 参加者 各地区コミュニティ推進組織会長等 

◆ 内 容 事業報告、収支決算、 

事業計画、収支予算、情報交換 等 

◎ 正副会長会議 

◆ 期 日 平成 27 年 8月 12 日（水）19:00～ 

◆ 場 所 ふるさと産品の店“こあ” 

◆ 参加者 梶山会長・中村副会長・山根副会長・内山副会長・事務局 

◆ 内 容 協議会の事業・地区間交流・各地区補助金について協議 

 

◎ 正副会長会議 

◆ 期 日 平成 27 年 9月 18 日（金）19:00～ 

◆ 場 所 ふるさと産品の店“こあ” 

◆ 参加者 梶山会長・中村副会長・山根副会長・内山副会長・事務局 

◆ 内 容 協議会の事業・地区間交流・各地区補助金について協議 

 

◎ 地域づくり講演会 

◆ 期 日 平成 27 年 10 月 5日（月）10:00～12:00 

◆ 場 所 学び・交流プラザ 

◆ 参加者 19 地区コミュニティ推進組織等より 103 名 

◆ 内 容 講演会「これから地域づくりに求められるもの」 

講師 高崎経済大学 地域政策学部 櫻井常矢教授 
 

◎ 周南市コミュニティ推進連絡協議会・周南市自治会連合会 

周南市快適環境づくり推進協議会合同視察研修 

◆ 期 日 平成 27 年 11 月 5日（木）終日 

◆ 場 所 宇部市 

◆ 参加者 7地区コミュニティ推進組織等より 28 名 

◆ 内 容 リサイクルについて 
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◎ 視察対応 福岡市早良区自治協議会 

◆ 期 日 平成 27 年 11 月 19 日（木）14:00～16:00 

◆ 場 所 三丘徳修館 

◆ 相手方 28 名 

◆ 内 容 周南市コミュニティ推進連絡協議会の概要説明 

“ほっと三丘”コミュニティ協議会の概要・取組説明 

 

◎ 交流集会 

◆ 期 日 平成 27 年 11 月 28 日（土）13:30～19:00 

◆ 場 所 徳山小学校区（徳山保健センター） 

◆ 参加者 24 地区コミュニティ推進組織等より 77 名参加 

◆ 内 容 徳山小学校区の活動紹介 

（地区・活動概要・毛利家墓所・バルクターミナル視察等） 

三丘・夜市地区の事業紹介、情報交換会等 
 

◎ 事務局担当者研修会 

◆ 期 日 平成 27 年 12 月 5日（土）10:00～ 

◆ 場 所 新南陽ふれあいセンター 

◆ 参加者 2地区コミュニティ推進組織等より 14 名参加 

◆ 内 容 助成金獲得講座（ふるさと振興財団編） 

 

◎ 周南市コミュニティ推進連絡協議会・周南市自治会連合会 

周南市快適環境づくり推進協議会合同交流会 

◆ 期 日 平成 27 年 12 月 16 日（水）18:00～ 

◆ 場 所 周南市内 

◆ 参加者 17 地区コミュニティ推進組織等より 59 名参加 

◆ 内 容 情報交換会・交流会 

 

◎ 若者参画事業  

◆ 期 日 平成 28 年 2月 27 日（土）28（日） 

◆ 場 所 愛媛県伊予市・松山市 

◆ 参加者 8地区コミュニティ推進組織等より 20 名参加 

◆ 内 容 夕日を活用した取組・大学と協働で行う取組等 
 

◎ その他 

◆ イベント器材の貸出 

貸出器材 ガーデンテーブル・チェア、音響器材、パソコン、綿菓子器 等 

貸出件数 266 件 

◆ コミュニティ関連の情報収集・提供 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 イ.周南市コミュニティ推進連絡協議会に対する支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 郵送料 等 110,008 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 事務用品 等 93,305 円 
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㉝ 地域間ネットワーク形成事業 
決算 0 円 
予算 0 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P7-① 

◎ 地区同士の交流・連携の促進 

◆ 須金・須々万・長穂・中須・大向・大道理・和田・鹿野地区交流会 

2/26（金）18:30～21:00 須金公民館 8 地区 35名参加 

◎ 地区同士の連携の状況把握 

◆ 各地区へのヒアリング調査の時、現状について調査 

 

〔公益目的事業 1 (1) コミュニティ活動（地縁型）の支援 ウ.コミュニティ推進組織の交流と相互支援を推進する事業〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  

 

情報収集・提供 

① コミュニティ情報の提供 

② 先進地視察 

活動支援 

③ 特色あるコミュニティ活動への支援 

㉜ コミュニティコーディネート事業 

人材育成 

④ ふるさと応援隊の支援・推進 

⑤ コミュニティアクションリーダー養成講座 

環境づくり 

⑥ 周南市コミュニティ推進連絡協議会事務局の運営 

㉝ 地域間ネットワーク形成事業 

 

 

２ 市民活動（テーマ型） 決算 480,640 円 （予算 665,000 円） 

 

⑦ 市民活動情報の提供 
決算 0 円 
予算 3,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P8 

◎ 市民活動情報の収集 

提供者：市民活動団体・周南市市民活動支援センター 等  

〔公益目的事業 1 (2) 市民活動（テーマ型）の支援 ウ.市民活動に関する情報の収集と提供〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  
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⑧ 特色ある市民活動への支援 
決算 480,640 円 
予算 545,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P8 

◎ 助成対象事業実績 

◆ 熊バアからママ熊へ～繋ごう地域の食文化 

㋐ 実施団体 みつお☆たべものがかり 

㋑ 実施内容 地元のおばあちゃんを講師に招いての食の教室の

開催や、地元の野菜を使ったレシピの開発など 

㋒ 総事業費 135,455 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

 

◆ 楽しい“大菊「ダルマづくり」と「福助づくり」の栽培” 

㋐ 実施団体 ゆめ福助の会 

㋑ 実施内容 菊づくりの講習会の開催や育てた菊を出品したり

展示をしたりしながら、活動の PRを行う 

㋒ 総事業費 100,995 円 

㋓ 助成金額 70,000 円 

 

◆ 『～(なになに)』しながらの見守り活動の推進 

㋐ 実施団体 勝間見守り隊実行委員会 

㋑ 実施内容 日常の中でいつでもどこでも見守りができるよう

に、メンバーの増員を図り、地域住民の交通安全と

不審者から地域住民を守るパトロール・声掛け運動

を行う 

㋒ 総事業費 119,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

 

◆ 大向地区 88 ヶ所お大師整備事業 

㋐ 実施団体 大向地区コミュニティ推進連絡協議会 

㋑ 実施内容 お大師様 88 体の調査・確認などの整備を進めるこ

とで、地域の連携と交流を深め、将来的には住民参

加型の事業を行う 

㋒ 総事業費 207,675 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

 

◆ ひまわり、見守り、岐山地区 

㋐ 実施団体 岐山地区コミュニティ推進協議会 

㋑ 実施内容 ひまわりの種を全戸配布し、ひまわりが咲き誇るま

ちづくりを目指す。また、ひまわりを育てる中で、

近隣住民との会話や、子供たちへの見守りを意識し

てもらう。 

㋒ 総事業費 200,959 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 
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◎ 平成 28 年度募集 

◆ 期 間 平成 28 年 1月 15 日（金）～2月 19 日（金） 

◆ 周 知 市広報、財団・周南市市民活動支援センターの各ホームページ、周南市市民活動グルー

プバンク登録グループへの Eメール送付 

◆ 申 請 4 件 

◎ 審査委員会 

◆ 期 日 平成 28 年 3月 17 日（木）18:15～21:00 

◆ 場 所 新南陽ふれあいセンター 

◆ 審査員 6名（理事 2名、評議員 2名、周南市地域振興部長、事務局長） 

◆ 内 容 申請者による事業説明（プレゼンテーション）と質疑応答をもとに、審査委員が事業の

先駆性・問題提起・効果等 10 項目について 5 段階で採点を行い、審査委員で協議し、

助成対象事業 4件を決定した。 

◎ 助成対象事業 

◆ 1型糖尿病、その他慢性疾患患者・家族に対する親睦および研修活動 

㋐ 実施団体 あなろぐの会 

㋑ 実施内容 交流会及び講演会の開催・啓発活動の実施 

㋒ 総事業費 153,906 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

◆ ハロウィンカーニバル 2016 

㋐ 実施団体 新町ジャンクション 

㋑ 実施内容 子供から大人まで楽しめるハロウィンイベントの開催 

㋒ 総事業費 235,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

◆ こもれびの道整備事業 

㋐ 実施団体 こもれびの会 

㋑ 実施内容 住民が利用しやすいように夜市川堤防敷を遊歩道として整備する 

㋒ 総事業費 198,500 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

◆ 弾正糸桜カフェで観光客のおもてなし 

㋐ 実施団体 KANO・Base 

㋑ 実施内容 弾正糸桜が咲く時期に、観光客のおもてなしのためのカフェイベントを開催 

㋒ 総事業費 235,000 円 

㋓ 助成金額 100,000 円 

〔公益目的事業 1 (2) 市民活動（テーマ型）の支援 ア.特色ある市民活動への支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 助成金 470,000 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 審査委員謝金 等 10,640 円 
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⑨ 市民活動講座の開催 
決算 0 円 
予算 114,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P8 

◎ 市民活動講座 

◆ 助成金関係の講座 

5/17（日）12/5（土）2/27（土） 新南陽ふれあいセンター 

延べ 29 団体 42名参加 

講師 平田隆之・森永小波・國兼裕司 

◆ 情報発信関係の講座 

6/6（土）7/4（土）8/8（土）1/16（土） 

新南陽ふれあいセンター・徳山保健センター 

延べ 28 団体 29名参加 

講師 平田隆之・小柳明子・中村浩樹・坂本政道 

◆ NPO 法人啓発講座 

9/12（土） 新南陽ふれあいセンター 7 団体 9名参加 

講師 伊藤彰 

◆ 経理関係の講座 

10/18（日）10/31（土） 新南陽ふれあいセンター 

延べ 8団体 8名参加 

講師 中村久枝 

 

 

〔公益目的事業 1 (2) 市民活動（テーマ型）の支援 イ.市民活動に関する講座の開催〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  

 

⑩ 市民活動拠点施設の調査 
決算 0 円 
予算 3,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P8 

◎ 他市の市民活動拠点施設をインターネット等により調査・研究 

◎ 周南市内で市民活動拠点施設に適する施設の調査・研究 

〔公益目的事業 1 (2) 市民活動（テーマ型）の支援 ウ.市民活動に関する情報の収集と提供〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  

 

情報収集・提供 

⑦ 市民活動情報の提供 

活動支援 

⑧ 特色ある市民活動への支援 

人材育成 

⑨ 市民活動講座の開催 

環境づくり 

⑩ 市民活動拠点施設の調査 
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Ⅱ ものからひとへのふるさとづくり 

   

決算 7,162,258 円 

（予算 7,975,000 円） 

地場産品には環境保全や伝統・文化の継承といった働きもあることから、地域おこしのために欠かせない原

動力のひとつである。 

そこで、地場産品を通して都市と農山漁村との人とひととのふれあい・交流を大切にしながら地産地消を推

進した。また、周南市の地場産品について興味・関心を持ち、より理解を深めるきっかけづくりと体験を通

した学ぶ場を提供し、もの（地場産品）からひと（ふるさとづくりの担い手）へと心のつながるふるさとづ

くりを目指した。 

 主な事業費 主な財源 

 人件費 4,058,095 円 基本財産運用収入、販売手数料、周南市補助金、 

ふるさと振興基金繰入  消耗品費 288,300 円 

 光熱水費 1,134,386 円 

 使用料及び賃借料 763,507 円 

 公課費等 917,970 円 

 

１ 都市と農山漁村の交流 決算 7,036,226 円 （予算 7,733,000 円） 

 

⑪ 地場産品の情報の提供 
決算 364,048 円 
予算 777,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P9 

◎ ふるさと産品の店“こあ”での地場産品の紹介 

◎ 地場産品・生産者の思い入れ(作るこだわり、愛情、苦労、生きがい等）の紹介 

  ◆ 紙面（ふるさと産品の店“こあ”で配布）及びホームページ等によ

る情報提供 

◆ シティケーブル周南市民企画型番組との連携・取材協力 

「Makkey＆masumi のお野菜探訪」 

◆ こあ通信産品紹介 

毎月、おススメ産品を掲載 

◎ 料理方法の紹介（郷土料理・行事食・地域食等） 

  紙面（ふるさと産品の店“こあ”で配布）及びホームページ等による情

報提供 

◎ フェイスブック・ホームページによるリアルタイムな情報提供 

◎ ふるさとかわら版による地場産品の紹介 

◎ ホームページのリニューアル検討及びホームページの運営 

ア 北海道情報大学酒井雅裕准教授の助言によるシステム及び記事構

成等の変更 

イ フェイスブックとの記事連携による広報効果の検討 

アドレス http://gokan-furusato.org/core/ 
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〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 事務用品 122,098 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 燃料費 79,508 円 

 事務用品 等 162,442 円 

     

 

⑫ 市内外への出張による地場産品の普及活動 
決算 32,508 円 
予算 61,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P9 

◎ 各会場での普及活動（延べ 36回出店） 

 回 期 日 場 所 イベント名 

 1 4/9（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 
2 

4/10（金） 

～4/30（木） 
大道理芝桜会場 芝桜まつり 

 3 5/14（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 
4 

5/16（土） 

～5/17（日） 
永源山公園 花☆ワイン周南まんま市場 

 5 6/6（土） 向道湖ふれあいの家 山野草を食べる会 

 6 6/11（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 

 7 7/9（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 8 8/20（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 9 9/10（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 10 10/8（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 
11 

10/18（日） 

～10/19（月） 

キリンビバレッジ 

周南総合スポーツセンター 
ねんりんピックおいでませ！山口 2015 

 12 11/12（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

 13 11/21（土） 徳山商工高等学校 商工祭 

 14 12/10（木） 周南市役所売店前 市役所販売 

◎ 一般財団法人周南観光コンベンション協会との連携 

理事会（月 1回）・特産品委員会（月 1回）への出席 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 イベントスタッフ人件費 25,600 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 事務用品 等 6,908 円 
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⑭ ふるさと朝市・夕市及び普及イベントの支援 
決算 51,844 円 
予算 132,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P9 

◎ こあふるさと市協議会の開催  団体数 15 グループ（野菜、鮮魚、花、パン等） 

 回 期 日 内 容 

 1 6/16（火） こあの桜まつりの気づきについて、運営について 

 2 6/28（日） 親睦会 

 
3 9/29（火） 

こあのミニ夏まつりの気づき、こあの地産地消フェア（ルーラル 315・376

フェスタ）について、運営について 

 4 12/1（火） こあの地産地消フェアの気づき、歳末市について、運営について 

 5 2/16（火） 歳末市の気づきについて、運営について、こあの桜まつりについて 

◎ こあふるさと市の開催支援 

火曜市（10:00～12:30） 木曜市（13:00～15:30） 

◎ 普及イベント開催 

◆ 桜まつり 4/5（日） 

◆ ミニ夏まつり 8/11(火) 

◆ 地産地消フェア（ルーラル 315・376 フェスタ） 11/7（土） 

徳山商工高等学校 女子高生が惚れた地元商品販売実施 

◆ 歳末市 12/28（月） 岐陽中学校 ボランティア 8名参加 
 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 事務用品 等 51,844 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 

⑮ 食農ボランティア活動の支援 
決算 28,117 円 
予算 29,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P10 

 

◎ 大田原自然の家の体験活動で使用する野菜などの栽培ボランティアの

支援 

◆ 年間 14 回実施 

◆ 延べ 96 名参加 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 燃料費 17,145 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 通信運搬費 10,972 円 
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⑯ 地場産品推進拠点施設の運営 
決算 6,559,709 円 
予算 6,734,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P10 

◎ ふるさと産品の店“こあ”の運営 

◎ 地場産品の紹介・販売 

◆ 店舗駐車場フェンス沿いに生産者紹介の掲示 

◆ 生者者及び地域の写真の掲示 

◎ 地域の日の設定 

◆ こあふるさと市で紹介できない周辺地域のものを集中して紹介 

第 1 火曜日：熊毛の日 第 2木曜日：鹿野の日 

第 3 月曜日：新南陽の日 毎週火曜日：八代の日・和田の日 

 ◎ 地産地消の食の提供 

◆ 郷土の日の設定 

第 1 木曜日：ささげご飯 第 3木曜日：田舎寿司 

第 4 木曜日：炊き込みご飯 第 5木曜日：お楽しみご飯 

キッチン 100 による日替わり弁当の提供 

 ◎ 行事食の紹介 

◎ セット品等贈答用の利用促進 

◎ 公益財団法人周南市文化振興財団会員特典制度への加入 

◎ 公益財団法人周南地域地場産業振興センターとの連携 

  周南サポート事業への協力 （対象：須金の里ひまわり会） 

◎ 学校との連携（課題授業・総合学習等の受入れ） 

◆ 徳山商工高等学校 課題研究授業「店舗設計」13名 

5/11（月）6/15（月）6/16（火）9/14（月）10/5（月）10/19（月） 

10/26（月）11/2（月）11/7（土）11/9（月） 

課題研究発表会 1/25（月） 

内容 

ＳＷＯＴ分析（こあについて分析） 

産品勉強会（市販品と地産品の比較） 

地産品販売分析（店舗を利用し商品陳列・ＰＯＰ等変更による売

上状況変動の検証） 

接客実習（イベント販売） 

◆ 熊毛北高等学校；課題研究研修視察「施設訪問」 

 

 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 人件費 4,032,495 円 販売手数料、周南市補助金、雑収入、ふるさと振興

基金繰入  光熱水費 1,134,386 円 

 建物等賃借料 692,695 円 

 公課費等 700,133 円 
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情報収集・提供 

⑪ 地場産品の情報の提供 

⑫ 市内外への出張による地場産品の普及活動 

活動支援 

⑭ ふるさと朝市・夕市及び普及イベントの支援 

人材育成 

⑮ 食農ボランティア活動の支援 

環境づくり 

⑯ 地場産品推進拠点施設の運営 

 

 

２ 食農・食育 決算 126,032 円 （予算 242,000 円） 

 

⑰ 地場産品に関する体験講習会の開催 
決算 88,440 円 
予算 197,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P11  

◎ 体験講習会の開催 

◆ しそジュースづくり 

7/10（金） 11 名参加 講師 坪井智子 

◆ 木工教室 

11/7（土） 20 名参加 講師 厚東健二 

◆ 周南スープ試食会 

11/7（土） 200 名参加 講師 周南市食生活改善推進協議会 

◆ そば打ち体験 

12/28（月） 10 組参加 講師 須々万加工場グループ 

◆ みそづくり教室 

3/5（土） 14 名参加 講師 大田原自然の家 松原ますみ 

◆ 地域食体験教室 夜市さといも料理 

2/19（金） 講師 ベジフルの友 有吉明美 

※ インフルエンザ流行のため中止 

 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援〕 

 主な事業費 主な財源 

 事務用品 43,940 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 講師謝金 等 44,500 円 
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⑱ 食育体験プログラムの提供 
決算 0 円 
予算 0 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P11 

 

 ◎ 主な体験活動 

パン作り、ピザ作り、うどん打ち、そば打ち 

こんにゃく作り、野外炊事、田植え、稲刈り 等 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円    

 

⑲ 子ども・家族対象の食農・食育活動 
決算 14,139 円 
予算 21,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P11 

◎ 食農・食育活動 

◆ こあってどんなとこ？ 

8/11（火） こあ 市内小学生 8名参加 

生産者との交流、販売実習、地元食材料理の食事、生産場所学習 

ふるさと市協議会協力 

◆ 徳山大学大田康博教授と連携した取り組み 

経済学部教養ゼミⅠ「食育」をテーマとした学習 

 

回 テーマ 内  容 

1 食生活の日常を見つめ直す 食事調査、食事バランスガイド 

2 食の背景を知る 食料自給率、フードマイレージ 

3 食生活を改善する① 
周南市産野菜 350ｇを使ってサラダを作ろう 

（調理実習編） 

4 食生活を改善する② 
周南市産野菜 350ｇを使ってサラダを作ろう 

（ソムリエ解説編） 

5 食品を吟味する 地産品と市販品の食べ比べ 

6 自分たちの最強メニューを考えよう 安い、栄養価高、簡単なレシピを作る 

7 
キャリア関連講座 

   TEAM376 

TEAM376 の取り組み紹介 

和田に人を呼び込むイベントを考える 

◎ 周南市大田原自然の家食農・食育事業 

◆ 大地を耕し作物をつくる家族のつどい（8回シリーズ） 

◆ 畑にあつまれ！育てて食べよう（6回シリーズ） 

◆ 米こめ大作戦（田植え・稲刈り） 

◆ おおたばらどろんこむら（4回シリーズ） 

◆ 自然まるかじり（春、秋） 

◆ おおたばら収穫祭（11 月） 

◆ 家族でつくろう！カップケーキ（2月） 

◆ 手作り工房（味噌・ベーコン・手打ちうどん・ピザ） 
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〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 イ.地場産品を活用したふるさとづくりの支援、ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 講師謝金 5,000 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 事務用品 9,139 円  

 

⑳ 食農・食育体験農園の管理 
決算 23,453 円 
予算 24,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P11 

 

 ◎ 大田原自然の家での体験農園 

◆ ちびっ子農園 

◆ シャトルファーム事業 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 活動用品 等 23,453 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 

情報収集・提供 

⑰ 地場産品に関する体験講習会の開催 

活動支援 

⑱ 食育体験プログラムの提供 

人材育成 

⑲ 子ども・家族対象の食農・食育活動 

環境づくり 

⑳ 食農・食育体験農園の管理 
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Ⅲ 明日へつなげるふるさとづくり 

   

決算 50,263,307 円 

（予算 52,039,000 円） 

周南市の各地域で培われてきた伝統や文化、豊かな自然と風土、活発な産業活動などの地域資源を基盤とし

つつ、地域特性を活かしたふるさとづくりとネットワークの更なる充実に取り組み、地域の財産を次世代に

継承できるよう、通信会員・拠点施設の利用者の増加・情報や体験プログラムの提供など市民の自主的・主

体的なふるさとづくり活動を支援した。 

 主な費用 主な財源 

 人件費 39,918,162 円 基本財産運用収入、会費収入、周南市指定管理料、 

周南市受託料、ふるさと振興基金繰入  光熱水費 1,186,993 円 

 委託料 2,073,276 円 

 使用料及び賃借料 219,759 円 

 消耗品費等 6,865,117 円 

 

㉑ ふるさとづくりに関する情報の提供 
決算 205,508 円 
予算 207,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P12 

◎ 財団ホームページの運営 

アドレス http://gokan-furusato.org 

◎ SNS（フェイスブック）を活用したリアルタイムな情報収集・提供 

◎ 周南市に関わる書籍・映像・資料等の収集・貸出 

◆ 徳山市民ばやしの映像・音源の貸出 

スカウトジャンボリー・晃英館中学・世界青年徳山友の会等 

◆ 徳山駅ビル周辺の昔の写真の貸出 

JR 西日本・周南市美術博物館・中心市街地活性化協議会等 

 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ア.ふるさとづくりに関する情報の提供〕 

 主な事業費 主な財源 

 消耗品 49,469 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

  レンタルサーバー 等 156,039 円 
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㉒ ふるさとかわら版の発行と探訪 
決算 243,706 円 
予算 335,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P12 

◎ 機関紙「ふるさとかわら版」の発行（年 2回 各 2千部発行）  

 発行 内 容 

 

№48 

ふるさと探訪：夜市地区 福川地区を散策してみませんか？ 

 渋川小学校今昔物語 山陽道エピソード：イカリ石追跡ほか 

 昔の遊び：昔の遊びへの思い ふるさとの味：自然薯の吸物ほか 

 

№49 

ふるさと探訪：須金地区 中須地区農家レストランたまちゃん 

 大津島観光サービスひとやすみ 懐かしの小学校 大島小学校・粭島小学校 

 昔の遊び：オタマジャクシ 山陽道エピソード：さよなら山陽道エピソード 

 美博通信：岸田劉生 ふるさとの味：そばがき 

◎ 機関紙「ふるさとかわら版」編集会議（年 2回） 

◎ ホームページによる紹介 
 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ア.ふるさとづくりに関する情報の提供〕 

 主な事業費 主な財源 

 機関紙等の印刷製本費 168,480 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 編集委員謝金 等 75,226 円 

 

㉓ ふるさと通信会員 
決算 400,097 円 
予算 618,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P12 

◎ ふるさとかわら版や地域情報等の発送 

◎ ふるさと味の宅配便の発送（A・B・C いずれかを希望選択により発送） 

A：しゅうなんバラエティセット 

（わさびドレッシング・わさび塩・甘露しょうゆ海苔） 

B：美味しい鍋を食べようセット 

（白だし自慢・本橙ぽん酢・茄子からしもろみ漬け・ゆずこしょう） 

C：須金梨パウンドケーキ 

◎ ふるさと通信会員募集 

◆ 公益財団法人周南地域地場産業振興センターと連携し、徳山駅新幹

線口改札内待合室（キオスク前）でショーケース展示ＰＲ 

◆ 関西山口県同郷会、東海山口県人会、おいでませ山口館、周南市役

所、ふるさと産品の店“こあ”、ホームページ等チラシ配布 

◆ 平成 27年度の新規会員数：10名 

◆ 平成 28年 3 月 31 日現在の会員数：195 名 

 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ア.ふるさとづくりに関する情報の提供〕 

 主な事業費 主な財源 

 産品代等消耗品 251,131 円 会費収入、基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰

入  ふるさと通信等郵送料 136,046 円 

 郵便振替手数料 12,920 円 
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㉕ 体験活動プログラムの提供 
決算 6,545 円 
予算 7,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P13 

◎ ウォークラリー・ハイキング 

◎ クラフト（竹細工・木工・陶芸・わら細工等） 

◎ 自然体験活動（キャンプ・沢登り・川遊び・カヌー・天体観察等） 

◎ もやいで学ぶ体験活動 等 

◎ 出張指導・出前講座（櫛浜小学校・夜市小学校・大河内小学校等 11回） 
 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 活動用品 6,545 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 

㉖ ネットワーク形成イベントの開催 
決算 0 円 
予算 188,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P13 

〔公益目的事業 1 (4) (1)～(3)について横断的・総合的に支援するための事業 ア.ネットワーク形成イベントの開催〕 

 主な事業費 主な財源 

  0 円  

 

㉗ 子ども対象の自然体験事業 
決算 12,960 円 
予算 15,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P13 

◎ わんぱく村（春・夏・冬）1～6年生対象 

◎ 子ども村（春・夏・秋） 高（春）・中（夏）・低（秋）学年対象 

◎ のびのびいきいき自然児キャンプ（8月 6泊 7 日） 

◎ 50 ㎞を歩く学び・交流の旅（12月） 

学び・交流プラザ～須々万～大田原～八代 

◎ キャンプはじめのだい一歩（4月） 

◎ ファミリーアドベンチャーカヌーツーリング（9月） 
 

◎ 手作りザオとシカケｄｅさかなつり（5月） 

◎ ねんどであそぼう！（6月） 

◎ Family でたなばた（7月） 

◎ 親子木工教室（8月） 

◎ 天体教室（夏・秋） 

◎ ネイチャークリスマスリース作り（12月） 

◎ 正月を迎える家族のつどい（12 月） 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 事務用品 12,960 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 
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㉘ ボランティアと指導者の育成・支援及び連携 
決算 10,000 円 
予算 10,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P13 

◎ キャンプカウンセラー研修会（9月） 

◎ 周南学びの体験隊～棚田のおいしいお米編～（10月） 

◎ スキルアップセミナー（2月） 

◎ ステップアップキャンプ（3月） 

◎ キャンプカウンセラーリーダー養成冬バリューパック（2月） 

◎ ボランティア研修会（随時）  

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 講師謝金 10,000 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 

㉙ 他団体との合同事業開催 
決算 100,000 円 
予算 115,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P14 

◎ 文化振興財団との合同事業開催 

◆ 新春寄席の開催 

1/16（土） 午前：文化会館 午後：三丘徳修館 

桂梅團治・桂鞠輔・松鶴家一若による落語・漫談等 

来場者数 午前：約 100 名 午後：約 70 名  

〔公益目的事業 1 (4) (1)～(3)について横断的・総合的に支援するための事業 イ.周南市市民交流センターの運営〕 

 主な経費 主な財源 

 出演者謝金 100,000 円 基本財産運用収入、ふるさと振興基金繰入 

 

㉛ ふるさとづくり拠点施設の管理・運営 
決算 49,284,491 円 
予算 50,544,000 円 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P14 

◎ 周南市新南陽ふれあいセンター業務受託 

◆ 業務内容 

各地区コミュニティ推進組織の情報提供・福川地区コミュニティ推

進協議会への協力・貸館業務・窓口対応・管理全般等 

 

〔公益目的事業 1 (4) (1)～(3)について横断的・総合的に支援するための事業 イ.周南市市民交流センターの運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 人件費 9,844,079 円 周南市受託料、ふるさと振興基金繰入 

 公課費 728,600 円 

 合 計 10,572,679 円 

 

 

 

 



 

25 

 

◎ 周南市大田原自然の家 

◆ 指定管理期間：平成 26 年度～28 年度 

◆ 利用者数：10,498 人（H26：10,175 人） 

◆ 使用料収入：592,365 円（H26：560,845 円） 

◆ 利用実績の詳細は 28ページのとおり 

◆ 利用者評価 満足度 3.90 スタッフ 3.95（4点満点） 

◆ 家族対象事業 

・ 大地を耕し作物をつくる家族のつどい（8回） 

・ 育てて、食べよう～おおたばら食農学校～(6回) 

・ 米こめ大作戦（春、秋）  ・ 正月を迎える家族のつどい 

 

・ おおたばらどろんこむら（春、夏、秋、冬） 

・ 自然まるかじり（春、秋） 

・ キャンプはじめのだい一歩 

・ 手作りザオとシカケ de さかなつり 

・ Family でたなばた 

・ ねんどであそぼう！ 

・ 親子木工教室 

・ ファミリーアドベンチャーカヌーツーリング 

・ 秋の天体教室 

・ 自然となかよし☆ネイチャークリスマスリース作り 

・ 正月を迎える家族のつどい 

・ 手作りピザ工房 

・ 手作りベーコン工房 

・ 手作りみそ工房 

・ あったか手打ちうどん工房 

・ 家族でつくろう！カップケーキ 

・ 木をけずってｍｙハシ作り 

◆ 子ども対象事業 

・ わんぱく村（春、夏、冬） 

・ 子ども村（夏、秋、春） 

・ のびのびいきいき自然児キャンプ 

・ 50 ㎞を歩く学び・交流の旅 

◆ 一般対象事業 

・ 夏の天体教室 

・ おおたばら収穫祭 

・ おおたばら交流会 

◆ 指導者対象事業 

・ キャンプカウンセラー研修会 

・ スキルアップセミナー 

・ ステップアップキャンプ 

・ 冬バリューパック 

 

ホームページアドレス:http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/ootabara/ 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 ウ.大田原自然の家の運営〕 

 主な事業費 主な財源 

 人件費 27,558,515 円 周南市指定管理料、ふるさと振興基金繰入 

 浄化槽維持管理等委託料 1,505,520 円 

 公課費 2,292,500 円 

 光熱水費等 3,279,175 円 

 合 計 34,635,710 円 
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◎ 周南市向道湖ふれあいの家 

◆ 指定管理期間：平成 25～27 年度 

◆ 利用者数：2,462 人（H26：2,963 人） 

◆ 使用料収入：53,970 円（H26：71,020 円） 

◆ 利用実績の詳細は 29ページのとおり 

◆ 自主事業 
 

向道湖周辺の山野草を食べる会 

6/6（土）9:30～14:30 ふれあいの家・向道湖畔 31 名参加  

 

ホームページアドレス: http://gokan-furusato.org/zaidan/kodofureai.htm 

〔公益目的事業 1 (3) 地域資源を活用した活動の支援 エ.向道湖ふれあいの家の運営〕 

 主な事業費 財  源 

 人件費 2,515,568 円 周南市指定管理料、ふるさと振興基金繰入 

 光熱水費 646,259 円 

 警備業務等委託料 567,756 円 

 放送器材等賃借料等 346,519 円 

 合 計 4,076,102 円 

 

情報収集・提供 

㉑ ふるさとづくりに関する情報の提供 

㉒ ふるさとかわら版の発行と探訪 

㉓ ふるさと通信会員 

㉔ 設立 20 周年記念事業 

活動支援 

㉕ 体験活動プログラムの提供 

㉖ ネットワーク形成イベントの開催 

人材育成 

㉗ 子ども対象の自然体験事業 

㉘ ボランティアと指導者の育成・支援及び連携 

環境づくり 

㉙ 他団体との合同事業開催 

㉛ ふるさとづくり拠点施設の管理・運営 
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Ⅳ 中山間地域振興プロジェクト 

   

   

   

周南市まちづくり総合計画・後期基本計画（平成 22 年度～26年度）において、中山間地域振興プロジェク

トが重点推進プロジェクトに位置付けられている。 

ふるさと振興財団としては、周南市コミュニティ推進連絡協議会の事務局を担当していることから、市の計

画の「施策の展開」に示されている「地域コミュニティの充実・強化」に重点を置き、各地区コミュニティ

と連絡等を密にし、さらに周南市大田原自然の家を活用した「多様なツーリズムの促進」、“こあ”における

「農林水産物・知恵・技を生かした経済循環づくり」など、財団が管理・運営する公共施設を拠点として、

地域活動の支援・情報の収集と発信を行った。 

財団が推進する事業のうち、以下のものを中山間地域振興プロジェクトとしても取り組んだ。 

ふるさとづくり推進プランⅡ「五感で感じるふるさと周南」 P15 

情報収集・提供 

① コミュニティ情報の提供 

⑦ 市民活動情報の提供 

⑫ 市内外への出張による地場産品の普及活動 

㉑ ふるさとづくり情報の提供 

㉓ ふるさと通信会員 

② 先進地視察 

⑪ 地場産品の情報の提供 

⑰ 地場産品に関する体験講習会の開催 

㉒ かわら版の発行と探訪 

 

活動支援 

③ 特色あるコミュニティ活動への支援 

⑧ 特色ある市民活動への支援 

⑱ 食育体験プログラムの提供 

㉖ ネットワーク形成イベントの開催 

㉜ コミュニティコーディネート事業 

⑭ ふるさと朝市・夕市及び普及イベントの支援 

㉕ 体験活動プログラムの提供 

人材育成 

④ ふるさと応援隊の支援・推進 

⑮ 食農ボランティア活動の支援 

㉗ 子ども対象の自然体験事業 

⑤ コミュニティアクションリーダー養成講座 

⑲ 子ども・家族対象の食農・食育活動 

㉘ ボランティアと指導者の育成・支援及び連携 

環境づくり 

⑥ 周南市コミュニティ推進連絡協議会事務局の運営 

⑯ 地場産品推進拠点施設の運営 

㉛ ふるさとづくり拠点施設の管理・運営 

㉝ 地域間ネットワーク形成事業 

⑳ 食農・食育体験農園の管理 

 

 



平成27年度　周南市大田原自然の家　利用実績

使用料

小学校 中学校 その他 計
少年
団体

青年
団体

その他 計 （円）

実人数 12 12 10 10 319 (2) 14 65 243 663

4 延人数 12 12 10 10 341 (2) 14 79 243 699 11,140

団体数 1 1 1 1 2 5 2 20

実人数 76 76 0 629 (102) 13 191 909

5 延人数 152 152 0 854 (209) 13 316 1,335 52,340

団体数 4 4 0 2 10 33

実人数 0 0 429 (51) 19 54 70 572

6 延人数 0 0 468 (90) 19 65 70 622 8,340

団体数 0 0 3 4 2 25

実人数 44 148 192 134 10 144 428 (26) 22 124 910

7 延人数 106 216 322 198 10 208 428 (26) 22 278 1,258 85,795

団体数 3 3 6 4 1 5 3 5 34

実人数 15 15 307 307 503 (123) 5 220 1,050

8 延人数 30 30 657 657 973 (289) 5 319 1,984 138,670

団体数 1 1 5 5 1 12 36

実人数 50 8 32 90 42 21 63 176 (6) 17 203 33 582

9 延人数 85 8 183 276 61 37 98 176 (6) 17 256 33 856 97,090

団体数 2 1 1 4 2 2 4 3 16 1 33

実人数 153 40 193 12 12 442 (29) 21 128 796

10 延人数 305 40 345 12 12 478 (37) 21 286 1,142 67,720

団体数 2 2 4 1 1 4 1 24

実人数 0 72 72 451 (82) 20 87 34 664

11 延人数 0 139 139 520 (99) 20 123 34 836 40,550

団体数 0 3 3 2 5 1 25

実人数 6 6 246 (49) 13 6 271

12 延人数 6 6 343 (74) 13 12 374 1,160

団体数 1 1 2 1 16

実人数 89 (16) 7 21 186 303

1 延人数 211 (48) 7 38 186 442 5,060

団体数 1 2 3 9

実人数 13 13 117 (4) 6 7 102 245

2 延人数 13 13 135 (6) 6 7 102 263 4,210

団体数 1 1 1 1 2 11

実人数 28 28 29 29 169 (26) 6 94 326

3 延人数 168 168 68 68 285 (65) 6 160 687 80,290

団体数 1 1 1 1 1 8 17

合 実人数 279 52 275 606 607 0 49 656 3,998 (516) 163 1,200 668 7,291

延人数 542 114 649 1,305 1,146 0 65 1,211 5,212 (951) 163 1,939 668 10,498 592,365

計 団体数 8 4 9 21 17 0 5 22 25 70 11 283

前 実人数 363 0 365 728 561 0 0 561 3,766 (402) 164 1,221 729 7,169

年 延人数 703 0 733 1,436 904 0 0 904 4,872 (727) 164 2,070 729 10,175 560,845

度 団体数 13 0 11 24 18 0 0 18 29 61 16 265

16

15

117

134

12

3

6

6

出張
指導

※主催事業の（　　）の数値は、参加者数のうち主催事業に関わったボランティアの人数

ボラン
ティア

その他 合　計主催事業
社会教育関係学校教育関係

月 区分

17

5

14

14

9

17

28



平成27年度　周南市向道湖ふれあいの家　利用実績

コミュニティ 利用日数 使用料 冷暖房料 計

公共機関等 開館日数 （円） （円） （円）

利用者数 87 317 0 92 496 15

団体数 5 8 0 4 17 25

利用者数 78 92 0 23 193 10

団体数 2 8 0 3 13 27

利用者数 180 52 31 18 281 11

団体数 6 5 1 2 14 26

利用者数 70 122 0 12 204 10

団体数 3 8 0 1 12 26

利用者数 62 48 0 50 160 7

団体数 3 5 0 4 12 27

利用者数 86 35 0 42 163 11

団体数 4 5 0 4 13 25

利用者数 88 54 0 26 168 12

団体数 4 6 0 3 13 27

利用者数 177 49 0 23 249 10

団体数 4 6 0 2 12 26

利用者数 41 29 0 32 102 7

団体数 2 4 0 2 8 24

利用者数 0 113 0 37 150 9

団体数 0 7 0 2 9 24

利用者数 37 75 0 12 124 9

団体数 1 7 0 1 9 25

利用者数 98 56 0 18 172 11

団体数 5 7 0 2 14 26

利用者数 1,004 1,042 31 385 2,462 122

団体数 39 76 1 30 146 308

利用者数 1,297 1,168 67 431 2,963 142

団体数 50 79 2 35 166 308

53,970

71,020

3,600

5,440

3,610

4,220

9,890

4,540

2,990

2,840

7,270

4,240

2,360

2,970

10

福祉農園 自主事業 その他 合計月

4

5

6

7

8

9

前
年
度

6,650

4,240

2,360

940

7,560

4,240

2,990

2,360

40,190

11

12

1

2

3

合
計

620

0

0

2,030

2,330

51,290

2,120

2,360

3,190

1,180

300

0

720

13,780

19,730

1,240

2,250

2,430

1,860

29
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Ⅴ 庶務事項 

1. 組織 

(1) 理事及び監事 

役 職 氏 名 就任年月日 退任年月日 

理 事 長 木 村健 一郎 平成 26 年 6 月 13 日  

副理事長 
小 田 敏 雄 平成 26 年 6 月 21 日 平成 27年 07 月 31 日 

梶 山 正 一 平成 27 年 10 月 15 日  

常務理事 渡 辺  隆 平成 27 年 4 月 11 日 平成 28 年 03 月 31 日 

理 事 

村 田 正 樹 平成 26 年 6 月 27 日 平成 27年 07 月 26 日 

吉 谷 川 亮 平成 26 年 6 月 23 日  

澤 田小 恵子 平成 26 年 6 月 22 日  

河 村 保 彦 平成 26 年 6 月 25 日  

守 田 平 人 平成 26 年 6 月 21 日  

松 田 富 雄 平成 26 年 6 月 23 日  

船 﨑美 智子 平成 26 年 6 月 23 日  

村 川 哲 夫 平成 26 年 6 月 20 日  

福 原 和 子 平成 26 年 6 月 23 日  

小 林 高 志 平成 26 年 6 月 19 日  

中 馬 好 行 平成 27 年 10 月 15 日  

監 事 
西 田  了 平成 26 年 6 月 23 日  

池 部 博 正 平成 26 年 6 月 24 日  

 

(2) 評議員 

役 職 氏 名 就任年月日 退任年月日 

評 議 員 

梶 山 正 一 平成 25年 04 月 01 日 平成 27 年 07 月 31 日 

岡 本 修 二 〃  

堀 本  明 〃  

宮 崎  隆 〃  

竹 島  弘 〃 平成 27 年 08 月 18 日 

原 田 栄 造 〃  

秋 貞 啓 子 〃  

今 田  篤 〃  

中 村 秀 昭 〃  

有 吉 一 男 平成 25年 06 月 25 日  

田 中 典 子 平成 27 年 10 月 15 日  
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(3) 事業推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 会議の開催 

 

(1) 理事会 

回 開催年月日・会場 議       案 

1 
平成 27 年 05 月 28 日 

新南陽ふれあいセンター 

① 平成 26 事業年度事業報告及び計算書類の承認について 

② 平成 27 事業年度補正予算について 

③ 給与規程細則の一部を改正する細則の制定について 

④ 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について 

2 
平成 27 年 09 月 07 日 

決議の省略 
① 評議員会の招集について 

3 
平成 27 年 11 月 02 日 

決議の省略 
① 副理事長の選定について 

 

 

 

 

 

常

務

理

事 

事

務

局

長 

向 道 湖 ふ れ あ い の 家 
所長（嘱託）1 
臨時（嘱託）1 

嘱 託   4 新南陽ふれあいセンター 

大 田 原 自 然 の 家 

振興係 主任1 
主事 1 

庶務係 主任1 
嘱職託 主事3 
パート 主事1 

庶 務 係 長  1 

振 興 係 長  1 

振興係 
主ー任 1 
主酒事 1 
嘱ー託 1 

ふるさと産品の店こあ 
嘱ー託 1 
臨ー時 2 
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回 開催年月日・会場 議       案 

4 
平成 28 年 3 月 14 日 

周南市文化会館 

① 平成 27 事業年度補正予算について 

② 給与規程の一部を改正する規程の制定について 

③ 給与規程細則の一部を改正する細則の制定について 

④ 有期職員就業規則の一部を改正する規則の制定について 

⑤ ふるさとづくり推進プランⅢの策定について 

⑥ 第 3 期経営改善計画の策定について 

⑦ 平成 28 事業年度事業計画及び収支予算等の承認について 

⑧ 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について 

5 
平成 28 年 3 月 28 日 

決議の省略 

① 常務理事（業務執行理事）の選定について 

② 事務局長の任命について 

 

(2) 評議員会 

回 開催年月日・会場 議       案 

1 
平成 27 年 06 月 17 日 

新南陽ふれあいセンター 

① 平成 26 事業年度事業報告及び計算書類の承認について 

② 平成 27 事業年度補正予算について 

2 
平成 27 年 10 月 15 日 

決議の省略 

① 評議員の選任について 

② 役員の選任について 

3 
平成 28 年 03 月 23 日 

新南陽ふれあいセンター 

① 平成 27 事業年度補正予算について 

② ふるさとづくり推進プランⅢの策定について 

③ 第 3 期経営改善計画の策定について 

④ 平成 28 事業年度事業計画及び収支予算等の承認について 

⑤ 役員の選任について 

 

3. 登記及び届出 

(1) 登記 

登記年月日 登 記 事 項 申 請 先 

平成 27 年 04 月 08 日 
理事の退任、就任 

主たる事務所の変更 
山口地方法務局 

平成 27 年 11 月 11 日 
理事の退任、就任 

評議員の退任、就任 

 

(2) 行政庁への届け出、申請 

年 月 日 届 け 出 ・ 申 請 事 項 

平成 27 年 06 月 10 日 変更届出書（理事の変更、主たる事務所の移転） 

平成 27 年 06 月 29 日 事業報告書等の提出 

平成 27 年 11 月 25 日 変更届出書（理事の変更、評議員の変更、定款の変更） 

平成 28 年 03 月 30 日 事業計画書等の提出 
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附属明細書 

 

 

平成 27 事業年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

施行規則第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要

な事項」が存在しないので作成していない。 

 

 


